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【連結】 ２００４年度 ２００５年度 前期比増減率

売上高 １９,４９６ ２０,５３６ ５．３％

営業利益 １４１７ １,５８９ １２．１％

経常利益 １３７７ １,６０１ １６．２％

当期純利益 ６８０ ８０１ １７．９％

一株当り当期純利益（円） ６４．２２ ７８．２３ ２１．８％

ＲＯＥ（％） １３．５％ １４．５％ +１ﾎﾟｲﾝﾄ

フリーキャッシュフロー ７１８ ９０４ ２５．９％

注）フリーキャッシュフロー＝営業活動によるキャッシュフロー+投資活動によるキャッシュフロー

【個別】 ２００４年度 ２００５年度 前期比増減率

売上高 １７,００７ １７,２７７ １．６％

営業利益 １,２８６ １,３６４ ６．１％

経常利益 １,３２７ １,４１８ ６．９％

当期純利益 ６１９ ６８４ １０．５％

一株当り配当額（円） ３５ ４０ １４．３％

２００５年度通期業績
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単位：百万円
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連結貸借対照表
単位：百万円

科 目 今期末 前期比 前期比増減要因

流動資産 4,985 435 営業キャッシュフロー増加に伴い現預金増加

有形固定資産 3,593 -97 大型設備投資なし

無形固定資産 177 -10

投資その他の資産 1,785 176 持分法子会社の増資引き受けによる

資産合計 10,542 504

流動負債 3,937 -216 短期借入金一部返済

固定負債 819 217 役員退職慰労金引当て

少数株主持分 8 3

株主資本 5,777 495 利益剰余金増加が主

負債・少数株主持分・
株主資本計

10,542 504
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連結損益計算書 単位：百万円

当期
前期比
増減

増減率 前期比増減要因

売上高 20,536 1,040 5.3% 派遣事業好調につき増収。初の２００億円台２００億円台乗せ。

売上総利益 5,010 648 14.9%

（同率） (24.4%) (2.0%)
単価改善ならびに派遣事業のウェート増加を主因にＧＰ率
２ポイントアップ（連結会計後初の２４％台達成２４％台達成）

販管費 3,420 475 16.2% 採用費、教育研修費、間接部門人件費などを中心に増加

営業利益 1,589 172 12.1% 連結会計後最高益最高益

（同率） (7.7%) (16.5%) ＧＰ率上昇を主因に営業利益率アップ

営業外損益 11 51 -
前期持分法投資損失61百万円から10百万円に改善したこ
とが主因

経常利益 1,601 223 16.2% 連結会計後最高益最高益

特別利益 86 74 633.7% 創業者等からの寄付金・投資信託売却益など

特別損失 247 190 331.6% 役員退職慰労金223百万円を引当てなど

税金等調整前
当期純利益

1,439 107 8.1%

法人税等 632 △22 △3.4% 法定実効税率低下により税率ダウン

少数株主利益 5 8 △253.3%

当期純利益 801 121 17.9% 連結会計後最高益最高益
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連結セグメント別売上高

2005年度通期
売上高

2004年度通期
売上高 売上高 前年同期比（％）

アウトソーシングサービス事業 １７,７０３ １９,２７５ １０８．８

その他事業 １,７９２ １,２６１ ７０．３

合計 １９,４９６ ２０,５３６ １０５．３
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単位：百万円

17,703 1,792

19,275 1,261

1000 6000 11000 16000 21000

2004

2005 8.8％増

アウトソーシングサービス事業 その他事業
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2005年度

91.5%

1.5%

2.2%

0.1%

4.7%

エンジニアリングサービス テクニカルサービス

人材サービス モノ作り事業

その他サービス(校正・商品販売等)

２００４年度

88.5%

2.0%

0.1%

8.1%

1.3%

★ エンジニアリングサービス（技術者派遣） 前期比８．９％増

★ テクニカルサービス（製造、オペレータなど）前期比１５．０％増

サービス内容による売上比率（単純合算ベース）
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単位：百万円、％

経営成績

2001 2002 2003 2004 2005

売上高

経常利益

当期純利益

売上高経常利益率

１９,４９６

１６,６７５

１４,７０５
１５,８１３

２７６

６８０
５７４

６９

２７０

1,３７７

８８０

６７０

３．８ ３．８

５．５

７．２

７．７

２０,５３６

８０１

1,６０１
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過去５年間の業績推移＜連結＞
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ＥＰＳ・一株当り配当・ＲＯＥ推移

ＥＰＳ・配当は、株式分割比率に応じて遡及して算出しております。
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稼働率、稼働時間、単価の推移
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技術者の構成・推移

34.5% 37.4% 14.7% 13.5%

30.3% 40.7% 15.9% 13.2%

28.3% 40.9% 16.9% 13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2003

2004

2005

25歳以下 26～30歳 31～35歳 36歳以上

技術者年齢構成

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2003

2004

2005

機械 電気 ソフト

設計分野別技術者構成

39.8%

40.2%

31.0%

27.8% 31.9%

29.2%

39.9% 31.0% 29.1%
143 1,815

168 1,997

192 2,136

211 2,235

02年12月

03年12月

’04年12月

’05年１2月

技術者数推移
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3,000

3,249

1,702

1,788

1,641

1,810

1,168

1,116

658

961

1,212

892

602

653

3,221

3,049

558

481

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2004

2005

自動車及び部品 プリンター・複写機

家電 ソフト開発

ナビ・オーディオ 半導体製造装置

光学機器 携帯電話

その他(通信、航空、電池、機械等）

売上高上位１００社主要メーカー別売上高＜単体＞

Altech CorporationAltech Corporation

23.2% 12.8% 12.9% 8.0% 6.9% 6.4% 4.7% 3.4% 21.8%

単位：百万円

12.4% 11.9% 8.5% 4.8% 8.8% 4.4% 4.1% 23.4%21.8%

自動車、家電、精密（光学機器、プリンター等）業界からの需要増
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２００３年度 ２００４年度 ２００５年度

得意先名 構成比 得意先名 構成比 得意先名 構成比

セイコーエプソン ６．３％

４．６％

４．１％

２．６％

２．２％

２．０％

１．９％

１．９％

１．８％

10 アルプス電気 ２．０％ パナソニックコミュニケーションズ １．７％ パナソニックコミュニケーションズ １．８％

11 パナソニックコミュニケーションズ １．６％ 日立ソフトウェアエンジニアリング １．７％ ソニーエナジー・デバイス １．８％

12 京セラ １．６％ ケーヒン １．７％ アルプス電気 １．６％

13 富士ゼロックス １．５％ 京セラ １．６％ 日産自動車 １．５％

14 ケーヒン １．５％ トヨタ自動車 １．２％ 日立ソフトウェアエンジニアリング １．５％

15 大同信号 １．２％ キヤノン １．１％ 富士ゼロックス １．０％

16 富士重工業 １．２％ 富士重工業 １．１％ ＮＥＣソフト １．０％

17 ＮＥＣソフト １．１％ 日産自動車 １．１％ ソニーセミコンダクタ九州 ０．９％

18 パナソニックＥＶエナジー １．０％ オリンパス １．１％ アスリートＦＡ ０．９％

19 キヤノン ０．９％ 富士ゼロックス １．１％ エー・アンド・デイ ０．９％

20 九州ミツミ ０．９％ ＮＥＣソフト １．０％ 京セラ ０．９％

上位２０社計 ４４．０％ ４３．３％ ４２．０％

デンソーテクノ

アルパイン

ソニー

東京エレクトロンＡＴ

キヤノン

日産テクノ

ケーヒン

トヨタ自動車

１ セイコーエプソン ８．７％ セイコーエプソン ７．７％

２ アルパイン ３．６％ アスリートＦＡ ３．９％

３ デンソーテクノ ３．１％ デンソーテクノ ３．５％

４ 日産テクノ ３．０％ アルパイン ３．２％

５ ソニーエナジー・デバイス ３．０％ 日産テクノ ２．４％

６ 日立ソフトウェアエンジニアリング ２．２％ ソニーエナジー・デバイス ２．３％

７ 東京エレクトロンAT ２．１％ 東京エレクトロンAT ２．２％

８ オリンパス ２．０％ ソニー １．９％

９ ソニー ２．０％ アルプス電気 １．８％

構成比増加輸 送 電 機 精 密 情報処理

Altech CorporationAltech Corporation

売上高上位２０社構成比＜単体＞
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２００４年度 ２００５年度

売上高 経常利益

１７，００７ １，３２７

９４

１１

３５

２３

０

△１４

１，４７９

１，３７７

１，３５８

６８２

３７７

２３３

２２

１

１９，６８２

１９，４９６

アルプス技研

経常利益売上高

１７，２７７

１，９９０

５６１

２５１

６２８

１０

１２

１，４１８

アルプスビジネスサービス １２５

アルネス情報システムズ △４６

サイエンスシステム※ ４

アルテックシャイン（台湾） １３９

アルテックランカ（スリランカ） △１０

上記 計 ２０，７３３

２０，５３６

１，６２１

アルテック北京（中国） △１０

連結合計 １，６０１

２００５年度グループ別業績

Altech CorporationAltech Corporation

単位：百万円単位：百万円

※（株）サイエンスシステムは２００５年７月１日付けで（株）アルプスビジネスサービスと合併
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２００５年度の総括
派遣ﾋﾞｼﾞﾈｽが堅調、派遣先ポートフォリオも改善派遣ﾋﾞｼﾞﾈｽが堅調、派遣先ポートフォリオも改善
・戦略的ローテーションの推進・戦略的ローテーションの推進
・新卒単価の改善・新卒単価の改善

採用難が浮上、国際化へ布石採用難が浮上、国際化へ布石
子会社の再編と体質強化が進展子会社の再編と体質強化が進展
①① ㈱㈱サイエンスシステムとサイエンスシステムと㈱㈱ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ合併ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽ合併
②② ㈱㈱ホッとスプリングの事業をホッとスプリングの事業を㈱㈱ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽに譲渡（実質統合）ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽに譲渡（実質統合）
③③ ㈱㈱ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽの事業拡大に向けての資本増強ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽの事業拡大に向けての資本増強
④④ アルテック・ランカ（スリランカ）の撤退アルテック・ランカ（スリランカ）の撤退

介護事業立ち上げ（本年４月「アルプスの杜」オープン予定）介護事業立ち上げ（本年４月「アルプスの杜」オープン予定）
間接部門の人員増強間接部門の人員増強（リクルート、内部統制等、経営基盤強化のため）（リクルート、内部統制等、経営基盤強化のため）

⇒⇒間接要員の増加は今年度でほぼ一巡間接要員の増加は今年度でほぼ一巡

人間価値、社会価値への取り組み本格化人間価値、社会価値への取り組み本格化
・ＥＳＳ（技術者育成支援システム）、新人事制度立ち上げ、・ＥＳＳ（技術者育成支援システム）、新人事制度立ち上げ、
・派遣技術者によるロボット・コンテスト開催（モチベーション向上）・派遣技術者によるロボット・コンテスト開催（モチベーション向上）
・「ＩＳＯ１４００１」・「ＩＳＯ１４００１」 ２００５年１２月取得済み２００５年１２月取得済み
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２００６年度 業績予想について
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２００６２００６年度年度中間期中間期 ２００２００６６年度通期年度通期

金金 額額

１０１０,,７００７００

７４０７４０

７２０７２０

３９０３９０

利益率利益率 前年同期比前年同期比 前年同期比前年同期比

売 上 高売 上 高

利益率利益率金金 額額

--

６．９％６．９％

１０８．６％１０８．６％

６．７％６．７％

--

３．６％３．６％

２２２２,,３００３００１０７．７％１０７．７％

７．７．９９％％１１８．９％１１８．９％

１２６．３％１２６．３％

１１,,７６０７６０

経 常 利 益経 常 利 益 １１,,７５０７５０ ７．７．９９％％ １０９．３％１０９．３％

１２４．６％１２４．６％ ９５０９５０

１１０．７％１１０．７％

４．４．３３％％ １１８．５％１１８．５％

営 業 利 益営 業 利 益

当期純利益当期純利益

単位：百万円

２００６年度連結業績見込

Altech CorporationAltech Corporation

（サマリー）（サマリー）

①①売上高売上高 ：： 技術者派遣事業が派遣人員増と単価改善で全体を牽引技術者派遣事業が派遣人員増と単価改善で全体を牽引

②②営業利益率営業利益率 ：： 売上ポートフォリオ改善と派遣単価改善で７．９％へ。売上ポートフォリオ改善と派遣単価改善で７．９％へ。

③③売上高、利益共に過去最高の水準へ。売上高、利益共に過去最高の水準へ。

④④配当方針見直しにより、年４８円配当を予想。配当方針見直しにより、年４８円配当を予想。

一株当り当期純利益一株当り当期純利益 ９６．４４円９６．４４円 （前年度（前年度 ７８．２３円７８．２３円))
一株当り配当一株当り配当 ４８．００円４８．００円 （前年度（前年度 ４０．００円４０．００円))
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単位：百万円

２００２００５５年度通期年度通期 ２００２００６６年度通期見込年度通期見込

売上高売上高

２１，２００２１，２００

１，１００１，１００

２２，３００２２，３００

構成比構成比 前年同期比前年同期比

９９５５．．１１％％

４４．．９９％％

１００．０％１００．０％

１１０．０％１１０．０％

８７．２％８７．２％

１０８．１０８．６６％％

売上高売上高 構成比構成比 前年同期比前年同期比

１９，２７５１９，２７５ １０８．８％１０８．８％

７０．３％７０．３％

１０５．３％１０５．３％

その他その他事業事業 １，２６２１，２６２ ６．１％６．１％

アウトソーシングアウトソーシング
サービスサービス事業事業

２０，５３７２０，５３７

９３．９％９３．９％

１００．０％１００．０％合計合計

Altech CorporationAltech Corporation

２００６年度連結セグメント別売上高見込

（前提条件）

①顧客を取り巻く事業環境は２００６年度も基本的に変わらず

②派遣単価（ ）、稼働時間（ ）、稼働人員（ ）により

派遣事業が売上を牽引。㈱ｱﾙﾌﾟｽﾋﾞｼﾞﾈｽｻｰﾋﾞｽの売上増も寄与

③ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ事業のウェートアップ（売上２桁増、構成比９５％へ）
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機械・電気技術者に対する需要

メカ・エレキ技術者に対する求人倍率は、全職種トータルの５倍
０２/４の１．０倍に対し、４年で５倍に増大

Altech CorporationAltech Corporation

機電系技術者に対
する有効求人倍率
は直近で、５倍！

職業別有効求人倍率推移（'00/4～'05/12）
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単位：倍

職業計 機械・電気技術者

出典：厚生労働省「職業安定業務統計」
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需要サイドの状況

・ 派遣技術者に対する需要は引き続き堅調
開発部門サイクルの短縮（商品のライフサイクル短縮）
メーカーのコアの国内回帰
開発・設計技術への集中（ノンコア技術の変動費化）

・ 派遣単価引き続き上昇トレンド
派遣技術者への堅調な需要反映
より高付加価値業務へのローテーションや契約更新実施

・ 派遣先ポートフォリオの分散・改善進展
重点顧客への取り組み・シフトが奏功
業種配分の是正（自動車・家電増加、ＩＴ（ソフト開発）縮小）

・ 稼働時間は２００５年度並みと予想
仕事量の減少ではなく、36協定遵守の傾向（コンプラ対策）が主因

Altech CorporationAltech Corporation

２００６年度の事業環境 その1
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供給サイドの状況

・新卒、中途の採用難
少子化ならびに技術系人材不足に伴う採用難
メーカーサイドでの採用活発化

・海外人材の調達パイプ確保

中国での青島科技大学との提携（本年より採用開始）、

来年度さらに期待

他大学、他国についても順次展開を検討

２００６年度の事業環境 その2
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第26期事業方針
企業価値向上のための更なる挑戦

Altech CorporationAltech Corporation

（現状）

顧客とのWIN－WINの関係
構築による収益力の向上

⇒選択と集中による収益
力向上とブランドの確立

自律・自立型社員への成長

⇒自律的キャリア形成の推進

コーポレイトガバナンス・コンプラ
イアンスの取り組み強化

⇒企業の社会的責任とリス
ク マネジメントへの対応
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◆◆人間価値の向上人間価値の向上－－自律的キャリア形成の推進自律的キャリア形成の推進
①社員の価値向上策
②キャリア形成の選択
③新人事制度のブラッシュアップ

◆◆社会価値向上社会価値向上－－企業の社会的責任リスクマネジメントへの対応企業の社会的責任リスクマネジメントへの対応
①内部統制
②コンプライアンスのグループ展開定着化
③障害者雇用の促進
④ISO14001環境マネジメントシステムの浸透・定着化
⑤情報セキュリティーの強化による情報システム健全性の確保
⑥連結ベースの開示体制の拡充と新会計基準への対応

◆◆事業価値の向上－選択と集中による収益力向上とブランドの確立事業価値の向上－選択と集中による収益力向上とブランドの確立
①営業力・収益力向上 （・重点顧客戦略 ・顧客へのソリューション提案）
②採用ブランドの構築
③中国を始めとする海外からの技術者受け入れとグループ戦略
④ブランドの確立

第26期事業方針
企業価値向上のための更なる挑戦

Altech CorporationAltech Corporation ２０



2004年10月 子会社アルテック北京を通じて『ALPS国際機械設計エンジニア教育セ

ンター』を設立。中国の日系企業向けに機械設計技術者を育成・紹介

および優秀な修了生を日本で採用。

→’05年10月 14名採用済み。11月より順次取引先に派遣を開始。

今期目標４０名

2004年10月 子会社アルテック北京を通じて『ALPS国際機械設計エンジニア教育セ

ンター』を設立。中国の日系企業向けに機械設計技術者を育成・紹介

および優秀な修了生を日本で採用。

→’05年10月 14名採用済み。11月より順次取引先に派遣を開始。

今期目標４０名

青島科技大学（総合大学）

在学生20,000名

（うち機械工学系 2,000名）

ALPSALPS国際機械設計国際機械設計

エンジニア教育センターエンジニア教育センター
阿爾卑斯科技（北京）有限公司阿爾卑斯科技（北京）有限公司

アルテック北京アルテック北京

・日本人ブリッジ
技術者2名

・本年度卒業生20名

中国青島科技大学との技術提携中国青島科技大学との技術提携

アジアの技術者派遣市場で優位性確保

海外戦略

Altech CorporationAltech Corporation ２１



配当の基本方針について

従来の安定配当の基本方針

連結業績に応じた株主への成果配分強化

（１） 連結配当性向５０％を指標とする

（２） ただし、従来の年２０円配当は維持

Altech CorporationAltech Corporation ２２



新役員体制について

Altech CorporationAltech Corporation

３／２４ 定時株主総会後の新体制

創業者最高顧問 （現 取締役会長） 松井 利夫

ファウンダーとして経営全般を広く見つめ、経営陣に対して助言

代表取締役会長 （現 社外取締役） 小林 孝雄

松井会長の引き継ぎ役として、グループ経営全般を統括

代表取締役社長 （現任） 池松 邦彦

新体制の下、新たなる企業価値創造に挑戦

創業者最高顧問 松井利夫

右：代表取締役会長 小林孝雄
左：代表取締役社長 池松邦彦
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